
取付方法 メモリ

付属のブラケットの上から、本体をカチッ バックライト機能は、AUTOとALTの二種類があり、事前にセットできます。

と音がするところまでスライドさせます。 AUTOでは、周囲の明るさを感知しストロークごとに点灯します。ALTではワンスト

ロークおきに自動点灯するので、AUTOよりもバッテリーの消耗が抑えられます。

ブラケットは、付属のストラップまたは

別売のブラケットでリガーやストレッチャー ＜設定方法＞

などに固定してください。 最初に“Light” が表示されるまでボタンを長押しします。

基本的な使い方（Just Rowモード）

電源を入れる

右下のボタンを押してください。下のような画面が表示されます。

指を離すと”Auto” という画面が表示され、さらにボタンを押すと”Alt” に切り替え

ることができます。どちらかの表示のままボタンを長押しするとセットされます。

電源を切る

右下のボタンを”OFF”という表示が出るまで長押ししてください。

8分間操作や振動を加えなくても電源は切れます。

電池交換

本製品では【CR2032 3V】のリチウムバッテリーを2個使用します。手前側がバック

Ready/Stop ライト用、奥側がタイマー用です。消耗に合わせいずれかのバッテリーを交換して

電源が入った状態でボタンを押すとReadyとStopを切り替えられます。 ください。円形の蓋はコインなどを用いて開閉してください。また、開閉時には防水用

Stopの状態ではレートは表示されますが、タイマーと本数はカウント の黒いリングが溝に装着されていることをご確認ください。

されません。漕ぎ始める前にReadyの状態にしてタイムなどを計測

してください。

メモリ

メンテナンス・保管

レート及びストローク数は10秒ごとに60分間、自動的に記憶されます。

画面の破損を防ぐために、使用しないときは専用のポーチに入れて保管してください。

メモリの呼び出し 画面を磨く際には水で砂などを洗い流してから拭いてください。また、ボートからの

記憶されたデータを閲覧するには、”RECL”が表示されるまでボタンを 落下防止に付属のストラップを本体下の溝に通してご使用ください。

長押しします。次にボタンを押すと10秒ごとのデータが表示されます。

右下のボタンを長押しすると元の画面に戻ります。

メモリのリセット

RECL画面から、さらに”rE SEt”が表示されるまでボタンを長押しすると

記憶されていたデータは消去されます。
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